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西表島の水田漁拐

一水田の潜在力に関する一研究一

安室 知＊

1. はじめに

筆者はこれまで，水田稲作を生業の中心とする地域において，生業複合のあ

り方， とくに水田漁榜に注目して調査をしてきた。讃岐平野の溜池地幣，琵琶

湖岸の低湿なクリーク地帯，渡良瀬遊水池に見られる輪中地幣，長野盆地にあ

る扇状地，木崎湖岸の三角州などで調査［安室 1984-1992] をしてきた。今

回の西表島における報告はその一環に位置づけられる。

これらをもとに，かつて筆者は，稲作地を生業複合の様相から分類し，さら

にそれを日本における水田稲作の展開史の中に位岡づけることを試みた。日本

は歴史的に高度に水田稲作への特化（単一化）を押し進めていったが，それに

従って水利憫行に代表されるように稲作の諸活動ば梢緻化した。その精緻化の

過程の中で，本来は稲作に平行して行われていた漁扮・狩猟・畑作といった稲

作以外の生業活動を稲作活動の内部に組み込むことに成功したと考える。その

ひとつが，ここで取り上げる水田漁榜である。こうした内部化した生業活動が

あるからこそ，水田稲作は日本においてこれほど経済的・文化的に特化の度合

いを高めていけたと考える。

その論の当否は他者の評価に委ねるとして，こうした調査研究の過程でひと

つ明らかになったことは，稲作民1)にとって，水田は決して稲だけを作る場所

ではなかったということである。住民生活上，自給的な食糧とくに動物性タン
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パク質の獲得に果たした水田の役割は大変に大きなものがある。これを筆者は

水田の潜在力と位骰づけたい。為政者（公）の視点からすると，水田は米作地

に過ぎない。過去これまで出された各種の統計データは水田における稲の生産

性にのみ注目するものである。

しかし，実際に水田稲作を行ってきた人たちの側にたって水田を見てみると，

そこには明らかに民の論理もあったわけで，ほんとうはそれが多くの民が稲作

を選択し，かつ日本的規模で水田稲作に特化していった基盤となっているとは

言えないであろうか。

そこで本稿では，稲作を主生業として営んできた西表島の伝統村を取り上げ，

水田漁榜のあり方とその意義について論じることにする。なお，間き取り調壺

は昭和初期（在来米栽培当時）に時間軸を設定して行ったものである。とくに

断りのない限り，記述はその当時のことを示す。

2. 西表島・租納の概観

(1) 自然現境の概観

西表島は日本列島の中で最も南に位置する島のひとつである。沖縄本島から

南西に約400kmのところに位置し，台湾からは200kmほどしかはなれていな

い。北緯24度15分～25分，東経123度40分～55分。北回婦線に近い。気候帯と

しては亜熱帯に属し， しかも黒潮が沿岸を通るため海洋性気候の特徴を顕著に

示す。

そのため，気温は年平均23.3℃あり，最寒月 (1月）の平均気温も17.4℃

と暖かい。雨蔽は一年を通して多く，年降水祉は2630mmに達する。また， 7 

月から 9月にかけて台風が頻繁に襲来する。第 1表［九州大学海外学術調査委

員会 1964: 20-21]参照。

西表島は八重山諸島の中では最大，沖縄県でも沖縄本島に次いで大きい。而

栢270.9km汽周囲75.5kmある。最高峰は古見岳の標高469.7mと決して高く

はないが，島の大部分は原生林に覆われた山岳地帯となっている。
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第1表西表島租納の気象

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

気温
17.4 

『C)
17.8 20.1 23.0 25.4 27.1 28.7 27.7 27.0 24,3 

湿度
79 

（％） 
82 82 84 86 83 79 83 80 76 

降水紐
212.3 

(mm) 
193.7 171.6 167.4 262.4 236.0 161,8 196.2 260.7 202.3 

※気温・湿度は1954-1958の平均．降水枇は1941-1944• 1954-1959の平均

［九州大学海外学術調査委員会 1969]より修正転載
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西表島は河川がよく発達している。島の中心を南西に分水嶺が走り，浦内

川・仲間川・仲良川といった大きな河川は島の西部と東部にそれぞれ流下して

いる。河川の特徴として，水餓が既富で，落差が少ないことが上げられる。そ

のため河川全体を見ると，下流域が上流域に比べて長い。浦内川では，全長約

20kmのうち河口から16kmのところにあるカンピーレの滝までが下流域の娯

観を示す［九州大学海外学術調査委員会 1964: 19]。そのため，詳しくは後述

するが，かつてはその辺りまで水田が拓かれていて，租納の人々はくり舟で川

を遡っては通い耕作を行っていた。

(2) 歴史的概観

そうした西表島の西部に租納は位岡する。廃村を繰り返す西表島の集落の中

でも最も古くから存在した集落である。口碑では，租納は第二尚氏尚真王時代

の英雄である慶来慶田城用緒が15世紀頃に拓いた村であるとされる［琉球政府

文化財保設委員会 1970: 342]。以来，西表島西部における政治経済の中心的

な集落として存続し，旧滞時代には西表村の役所がおかれていた。現在，租納

は，沖縄県八爾lll郡竹富町に屈している。 1968年時点で，戸数68戸，人口319

（男152, 女167) 人。村として栄えた18世紀には人口が600人を越していた

［琉球大学民族研究グループ 1969: 5]。

なお，かつて租納の媒落は，現在とは違ってウイームラ（上村）とスンバ



28 牒耕の技術と文化17

第2表 租納の水田稲作暦一昭和初年一

杓芍店 ｝ I 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 
①耕起

②畦畔整備
ァロナー マトナー サンドー

アプシパレ．ー．． 
③苗代

④田植
ナイトウリ タニマヒ

⑤除草
クウピ......................・●・●・●・・

⑥収穫
トウサカキ(2・3かい）

⑦乾燥・保存
マイカリ

⑧調製
シイラ積み

※丸番号は本文中の説明に一致する。

レー（下原）にわかれていた。スンバレーは現在の集落の一部であるが，ウ

イームラは租納崎（現集落の西側に突き出た小半島）の台地上にあった。それ

が，主として衛生環境の改善と生活水の利便性から，大正年間ころから順にウ

イームラがスンバレーに移って行って，現在の集落の形になった［同上 1969

: 6 -7]。

(3) 生業（稲作）の概観

租納は水田稲作を主生業とした集落である。耕地の多くは水田である。 1959

年の記録［千葉 1960: 71] では，西表地区（租納•干立）で，農家戸数153

戸，水田12,600aに対して畑2,200aであり， 1戸当たりの耕地面積は97a, 水

田率は85％を越える。租納の水田の多くは 1期作であった。

昭和初期に時間軸を設定して行った聞き取り調査をもとに，在来米当時の水

田稲作2)について復元をした。当時の水田稲作麿は第 2表に示したとおりで，

個々の作業は次のようである。

①耕起・地ならし

ァロナ一つまり 1回目の田打ち（耕起）は 8~9月頃に行う。刈り取り跡の

稲株を起こす作業である。ユイマールで行うことが多い。 2回目の耕起はマト

ナーといい，ァロナーの 1~ 2ヶ月後に行う。だいたい11月頃である。そして，
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田植え前にもう一度 3度目の耕起を行う。サンドーである。こうした 3度の耕

起作業により田の土塊を徐々に細かくしていく。田打ち作業はキーパイ（木

鍬）で行う。男でも 1日に150坪がやっとである。また，牛に踏ませて耕すこ

とも行われた叫

田打ちが終わって田の中が泥々になっているとき，マカー（長さ 2m,太さ

15cmほどの緩く弧を描いた木の棒）を引いて整地を行う。田の土の高低を均

すもので， 2人1組で行う。整地が主たる目的であるためすべての田に行うわ

けではない。そして，田植えの直前にはックリウビー（作り返し）を行う。チ

クリウビーが終わると本田での田植え準備は完了である。

②畦畔整備

本州でいう畔塗りのような畦畔整備は行わない。アプシ（畦畔）の手入れは，

鎌でのアプシバレー（畦草刈り）が主となる。田植え前から何度も草を刈る。

田植え後も同様である。

③苗代

11月から12月にかけて苗代にタニマヒ（種まき）をする。田が各地に分散し

ているように，苗代は 1ヶ所だけでなく各地に作った。

④田植え

タウビ（田植え）は12月から 2月の間に行う。以前は夕方見えるムリブシ

（群星）の位置により，各地に分散したそれぞれの田の田植え日を判断した。

田植えおよび苗取りはユイマールで行う。男女分業である。苗取りは田植えの

前日に女が行い，田植えは反対に男が主となり行う。そのとき女たちは昼のご

馳走の用意をした。田植え日の昼はジューシー（混ぜご飯）がユイマールの

人々に振る舞われる。

苗の必要描に応じて苗取りの女の人数を決めた。目安として 1反の田植えに

必要な苗は約420束。上手な人だと 1人で480束（苗床 lm当たり60束）苗取り

できる。苗束を作ると苗が乾燥しないように苗代田の畦際に並べて置いておく。

それを翌日早くターヌシ（田主）が苗代田から上げて畦に積む。それを苗の運

搬係が各田に配って回った。また， ターヌシはみんなよりも一足先に田に行っ
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て，田の中の水を調監しておかなくてはならない。

租納では田植えはまず植え方の最も上手な人が田に入り，田を二分するよう

に真中に 1列（横に 5苗ずつ）まっすぐに苗を植えていく。目見当である。そ

うしてからその左右にそれぞれ人が入り，先に植えられた苗列に沿ってそれぞ

れ苗を植えていく。

田植えのユイマールには親類や親しい人を頼むことが多い。尋常小学校を終

える年齢になると，ユイマールの田植えに行く。あらかじめ田植えのユイマー

ルは順番とその日程が決められている。そのため，たとえ大雨が降っても田植

えは決まった日に行わなくてはならない。田植えの基準は 1日1人が5畝であ

る。上手な人で 7畝。ユイマールに頼む人数は 5人から20人くらいまで，その

人の所有する水田の面栢により異なる。田植えの歌があり，みんなで歌いなが

ら田植えをした。

⑤田の草取り

トーサカキ（田の草取り）はすべて手作業である。 6~8人でユイマールで

行うこともある。田植え後4月いっぱいくらいまで，田の草取りに 1ヶ月間は

かかった。暇をみては行った。分散した田を回って手で草取りするため， 1ヶ

所あたり 2回取るのが梢一杯であった。草の多いところは丸 1日かかって 5~ 

6坪しか取れないこともある。また，集落から遠く離れた仲良川や浦内川に

沿った田のように年中田が水に浸かっているところは，集落近くの田のように

草取りする必要はない。

⑥稲刈り

マイカリ（稲刈り）は通常 5月から 6月にかけて行う。稲刈りの直前になら

ないと田の水を落とさない。そのため稲刈りのときには，田は乾燥していずぬ

かるんでいる。膝下程度の浅い田では人が担いで稲を畦まで運んだが，それよ

り深い田ではフモリ （田舟）を用いて稲刈りした。

通常，刈り取った稲はその稲株の上に広げて置く。午前中は稲を刈る。そし

て午後になると稲株の上に広げておいた稲を束ねては畦に並べて干す。そうし

てから，田の中に仮のシラを作り稲をさらに乾燥させる。各地に分散した田の
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稲刈りがすべて済むまでそうして稲を栢んでおく。また，遠く離れた田では，

稲刈りは泊まりこみで行われたが，午前中に刈り取った稲を午後に舟を使って

家まで持っていった。

⑦乾燥・保存

稲刈りが済み，稲を田で充分に乾燥させると，ユイマールで田から家に稲を

運んでシイラ作りを行う。こうした作業はおもに男が行う。とくに運搬は若者

が中心になって行う。］軒の家の稲は各地に分散しているが，それをその日の

内にすべて家まで運んでシイラに積んでしまう。シイラとは稲を保存するため

のニオである。米は稲穂につけたまま保存していた。充分に乾かしてからシイ

ラに積んでおけば， 2～ 3年でも米を保存することができた。シイラは家の庭

に作った。稲の品種ごとに作ることが多い。少なくとも梗と稲の 2つは作った。

多い家では 3~4つのシイラを作った。シイラをみると，その家の経済状態が

一目でわかった。

⑧調製

こめの調製は食べるときにその都度行う。米が必要なときにはシイラから稲

束を引き抜いてくる。脱穀はフーダで行う。フーダは長さ 4-5 cmほどの 2

本の竹の管で，そこに稲穂を挟んで緩を扱き落とす。大正時代にセンバ（千

歯）が登場するまで脱穀にはフーダを用いた。そのため米を食べられるまでに

するには大変な労力を必要とした。こうした調製作業は主として女が行った。

西表の一般農家に蓬莱米がもたらされるのは昭和 4~10年頃である。住民意

識の上で，農耕を中心とする生活が大きく変貌したとする最も大きな出来事が

薙莱米の受容であるといってよい。それは水田稲作だけでなく，そこで営まれ

る水田漁榜などの稲作以外の生業活動にとっても大きな意味を持っている。

西表西部において，蓬莱米の受容以降，農耕自体の変化もさることながら，

住民生活はいかに変わったのであろうか。安渓遊地は，最も大きな変化として

反収の増大が米の自給を可能にしたことをあげている［安渓 1978: 84-87]。

これにより多くの人々は米を主食糧にすることができるようになった。また，

そうしたことは集落周辺の田だけで充分な収穫拡が可能になったことを意味し，
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後にはくり舟を使って通い耕作（ときには泊まり込み）をしなくてはならな

かった浦内川・仲良川沿いや内離嶋・外離朗といった速隔地の田が放棄されて

いくことにもつながっていく。

次に，畑作について記す。パテ（畑）には，ムギ・アワ・キビ・アズキ・ダ

イズなどの雑穀やゴマ・ニンニク・サツマイモなどの野菜を作った。それらは

すべて自給用であった。 1戸当たりの所有するパテの面積は水田に比べると

ずっと少なく，せいぜい 5畝程度であった。租納崎など比較的集落に近いとこ

ろにパテは作られていた。パテのほか，山間地にはヤマパテまたはキャンパテ

と呼ぶ焼畑が作られていた。ヤマパテにはおもにヤマイモが栽培される。その

面積は 1戸当たりせいぜい 1~ 2畝にすぎない。通常，ヤマパテは 2, 3年で

場所を移動する。

そのほか，集落の西に広がる海，おもに海岸線に発達するリーフで行われる

タコやギーラといった魚介類の漁榜・採集活動も重要な自給活動であった。ま

た，集落東側の山間地では冬期間，イノシシ猟が盛んに行われていた。租納に

おけるイノシシ猟はその自給的タンパク質の獲得において非常に大きな意味を

持っている叫また，農耕に用いる水牛のほかにも，牛（肉牛），山羊，豚，

鶏といった家畜が飼われていた。そうした家畜の肉は主として年中行事などの

ハレの食物に用いられたが，その中で牛は現金収入源ともなっていた。

3. 水田のあり方一漁榜の場としての水田環境一

（］） 水田の分散所有

租納の人が所有する水田は大変に広範囲に分散していた。第 1図にあるよう

に租納集落からは半径8kmにもわたる。しかも陸路は細く険しい山越えの道

か遠回りになることが多い海岸線に沿った道に限られていたため，外離島や内

離島に渡るときはもちろんのこと，仲良川や浦内川沿いの水田に行くときにも，

カラフニ5)と呼ぶ松のくり舟に乗っていかざるをえなかった。また，行き来に

時間がかかるため，そうしたところの水田にはときとして泊まりがけで耕作に
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第 1図 租納の水田と A家の所有した水田の分布
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第3表 昭和初年に A家の所有した

項目
場所 面積 田の枚数

水田用水
田の深浅

適した稲種子 その他

水田 {ffl水祉） よく栽培した稲 （田の来歴ほか）

①スネダ 集t名前 1反2畝 1枚 l!Jからの小JIl利 浅い ムジウシ J ．のちに父から

用 次男に譲渡され

る。

Rミダラ 癸田良JII河ロ 3反 5枚 美1Il良JII利用 浅い ガラシマイ •昭和 2-3 年

郎 （ムジウシノ・ に，ここを中心

ヤンパルマイ） に田がまとめら

れた。最終的に

は 1町2反程に

なふ
・蓬茉米になる

と最も収祉の良

い田となった。

Rクモック 浦内JI]河口部 4反 3枚 捕内川下流の小 深い ムジウシ／ ・昭和 2-3年

支流利用 ＊ウシがは （スーモチマイ にミダラの田

＊水は翌窟 いらない ヤンパ｝レマイ） (1反7畝）と

交換される。

7 在来米当時は

最も収盪の良い

田であった。

④カトゥラ 浦内JII河口郎 2反 2枚 捕内／II下流の小 深い ダーニャマイ •昭矛a 2 -3年

支流和1m ＊ウシがは （ムジウシノほ に売却される。

＊水は登富 いらない か）

⑤ウク 外雑島 1反5畝 1枚 小川を利用 浅い スーモチマイ •昭相 2 -3年

＊水はいつも不 に売却される。

足気味 •水利条件が最

も悪く，千ばつ

にあいやすいa

・牛の蹄耕が行

われた。

⑥ムトゥグチ 仲良JII中下流 2反3畝 1枚 仲良JI!支流の小 一部深い ヤンパルマイ •昭和 10年代に

郎 川利用 一時期借りたも

＊水は既富 (I)。田を維持し

てくれればよい

ということで小

作料はなし。

吋猪の女害が多

く，田の回りに

クテンガシを

作った B

•その後．放奈

される。

⑦サダムチ 仲良JII中下流 1反7飲 3枚 仲良111支流の小 一部深い ヤンバルマイ 同上

部 JII利用
＊水は豊窟
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水田の比較と水田淮榜の特徴

パイナー ミズクモリ
行来の方法 泊まりがけの

田にいる魚貝 . ． ．ク．水．モ.，田.リ＂漁..カ．榜．.チ．（・代•・ • 表•・ • 的オ・• な・ヽ• • ニも・• のが・• ヽ）・ ） • . 水田漁榜の場と
（所要時間） 農作業 しての特徴

なし 小さい 歩き なし タニシ・タウ できない 行うが，獲物 ・集落に近いた
(5分） ナギ は少ない め，ほかにオー

それ以外は少 ニケリを行う人

ない も多く，獲物は

少ない。

なし 小さい 歩き なし クニシ・タウ できない ．行うが．痰物 ・集路に近いた

(20分） ナギ は少ない め，ほかにオー

それ以外は少 ニケ＇］を行う人

ない も多く，獲物は

少ない。

あり 大きい 歩き なし ウナギ• 7 行う 行う。 ・家から夜に
(3坪） ＊泊まらない ナ，エピなど 最も獲物が多 オーニケリに行

で済む限界 が登窟。 ，し90 くことのできる

とくにタウナ
『

限界。

ギが多いク ・クモリカチ・

大雨の後カワ オーニケ＇）以外

ウナギが入る~ にもユラシなど

を使ったさまざ

まな漁榜が行わ

れる。

・大面の後には

カワウナギも獲

れる。

なし 小さい 歩き あり ほそれほど魚 できない 行うが，疲物 ・いてもドジョ

（時間かかる） （稲刈だIt) は多くない。 ＇は多くない ウを獲ることは

唯一ドジョウ ない。

のいる田s

なし あまりない 舟を使用 あり 魚は少ない できない あまり行わな •水が不足気味
（片道 1時間） ｛揺刈•田打ち い。 で， ミズクモリ

ほか） もあまりないの

で、水田漁拐は

行わない3

なし 大さい 舟を使用 あり ウナギ• 7 9汀→ 9ヽ 行う， ・泊まりがけの

13坪） （片道2時間） （！記刈•田打ち ナ・エビなど 最も獲物が多 農作業の時に行

ほか） が登窟っ しヽ。 9。

とくに 7ナが ・クモリカチ・

多い。 オーニケ 1J以外
大Riの稜カワ にもユラシなど

ウナギが入る。 を使ったさまざ

まな漁榜が行わ

れる3

・大雨の後には

カワウナギも獲

れる，

なし 小さし 9 舟を使用 あり それほど魚は ！行うが．接物
（片道2時間） （稲刈，田打ち 多くない は多くない。

ほか）
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行かざるをえなかった。

当然，個人レベルでみても水田は各地に分散して所有されていた。聞き取り

によると，租納における平均的な水田所有のあり方としては， 6-7反の水田

を， 4 ~ 6ヶ所に分散してもち，それが全部で12-3枚の田にわかれていると

もいうものである。

第1図は， A家における昭和初年当時の水田の所有状況である。 A家を例に

してもう少し詳しく分散所有のあり方を見てみよう。 A家の場合，水田は 5ヶ

所（一時期借りた田を含めると最大7ヶ所）に分散し， しかも水田の枚数は全

部で12枚になっている。各タバル（地理的にひとまとまりをなす田）ごとにそ

れを取り巻く自然現境は異なるだけでなく，同じタバルのなかでも水田の 1枚

1枚はそれぞれ高低，水利条件，湿り具合などにかなりの述いがあった。当然

そこに主として栽培された在来米の種類も界なっていた。そうした自然条件上

の追いを含め， A家の所有した水田の違いをさまざまな点から対照したものが

第3表である。

なお， A家では昭和2, 3年にかけて分散して所有した水田を 1ヶ所にまと

めた。交換や売買により，ウタ・カトゥラ・クモッタ・スネダを手放しミダラ

に田を媒中させた。そのとき，たとえばクモッタの 4反の田とミダラの 1反7

畝の田を交換したりした。こうした A家の土地集中の戦略は，蓬莱米の普及

と時期を同じくしていることに注目する必要がある。蓬莱米は在来米に比べて

格段に収屈が良いため，泊まりがけの耕作や舟での通いといったことまでして

大きな面積に稲を作る必要がなくなったことと，将来のことを考えて，労働生

産性の上から 1ヶ所に田を集中させることの利便を考えてのことであるといえ

る。

こうした集落レベルおよぴ個人レペルにおける水田の分散所有のあり方は，

定徹的な把握はできないが，ひとつには台風常襲地における危険分散の意味が

あると考えられる。確かに，間き取り調査では租紺では早魃や台風による不作

の年はあっても，まった＜米がとれなかったということはなかったという。
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写真1 シコヤ（田小屋）一租納一

12) it!まりがけ耕作

必然的に遠く離れた田での農作業ば泊まりがけになることが多い。カラフニ

で行かなくてはならない仲良川沿いの田や陸路はあっても行き来に時間がかか

るため稲刈りのときなどはカラフニで行くしかなかった浦内川沿いの田がそう

であった。そうした田にはシコヤ（田小屋，写真 1)が建てられ，炊事や寝泊

まりができるようになっている。泊まりがけの農作業には，夫姉や兄弟のよう

に家族を単位として行くことが多い。

泊まりがけで行わなくてはならない稲作作業は，おもに田打ち（アロナー・

マトナー・サンドー）と稲刈り（マイカリ）である。泊まり込みの期間は，田

打ちで7日間，稲刈りで14日間ほどであった。ただし，稲刈りのときにはシコ

ヤで寝起きはしていても，刈った稲を順次家まで運ぶために，カラフニにより

頻繁に家と田との行き来はしている。

(3) 水田の形と面積

耕地整理以前の水田は，不定形で面積がまちまちであった。広い田は 1枚で

8反の面積があるものがあった。それに対して小さい田は 1枚3~4坪のもの
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がいくつもあった。総じて小さな田が多く， 1枚で 2反を越えるものは稀で

あった。 A家の場合で言えば，水田 1枚当たりの面積は，最大のもので 1反5

畝，平均すると 1反弱である。

おおまかにいって， 1枚当たりの面積が広い田は仲良川と浦内川沿いに多

かった。また，そうしたところの田は集落近くの田に比べると，肥沃で収批も

多かった。ただし，深田が多く，カラフニでの行き来にかかる労力と合わせる

と，水田耕作にかかる労力は多く，労働生産性は必ずしも高くなかった。

田の多くは，隣り合った田と段差ができている。そのためアプシ（畦畔）の

管理が重要となる。傾斜の急なとこではアプシが崩れることがあるため，絶え

ず土を入れてアプシを補強しなくてはならない。

(4) 深い田と浅い田

田には深い田と浅い田がある。田の作土の深さをいう。ただし絶対的な基準

があるわけではない。深い田の基準として1軍が濡れる程度の深さをあげる人も

いる。場所で言うと，浦内川や仲良川沿いの田には深い田が多かった。租納の

前，美田良，干立といった比較的集落に近いところの田はせいぜい膝くらいま

での浅い田である。

深い田の中でもとくに底なしの田をミドゥリという。浦内川や仲良川沿いの

田の中でもとくに山際に多くあった。田の中の一角だけがミドゥリになってい

ることもある。面積的にはせいぜい10坪ほどでそれほど大きくはない。ミドゥ

リでの田植えは，山から切ってきた木を田に踏み込むことから始まる。その木

を足がかりにして田を植えていく。水の中の田植えになるため体が冷える。本

来田植えはユイマールで行っていたが， ミドゥリの田植えはみんな鎌がるため

後には田主が自分で植えるようになった。踏み込んだ木の枝は泥の中にあるた

め腐らずにいつまでも残っており，稲刈りのときにも足がかりに使った。

深い田での農作業は工夫を要する。たとえば，田植えのときにはカッパを尻

に敷いて座り，足で泥をこぐようにして植えていく。立っていると深く潜って

しまい，足を抜くことさえできないためである。また，そうした田では稲刈り
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にフモリ（田舟）を用いる。

深い田の場合，田植えや稲刈りの苦労はあるものの，そのほかの農作業は反

対に手間がかからず楽であるといわれる。とくにミドゥリは草がほとんど生え

ないので田の草取りをする必要がない。また，田打ち作業もほとんど行わない

し，やろうと思ってもできない。

(5) 水田用水

おおむね租納は水田用水に恵まれていた6)。周囲の山から流れ出る小沢や仲

良川・浦内川といった河川に流れ込む支流から引いてくる水が豊富にある。ま

た，山際にはバイナー（湧水）もある。そのため租納には水田用水のための溜

池は以前はひとつもなかった。

そのように水には恵まれていたため，租納には水利組織が見当たらない。水

利の単位はあくまで個人である。個人レベルで自由に水の使用ができた。ただ

し，稲作作業はその多くがユイマールによる共同作業で行われていたため，目

に見えるかたちで水利秩序を作らなくても，結果的には水利に関するゆるやか

な相互規制の中に租納の人々は置かれていたといえる。たとえば，ユイマール

により田植えが行われることで結果的にユイマールの成員の中では，少なくと

も田植え水の使用は田植え作業と同様に重複することなく分散するのである。

また，ユイマールが緊密になることにより，水睦嘩のような争いごとを避け，

人間関係は協調的になるという心理面の作用も大きい。

基本的に租納の田はヌドゥ（用水路）から水を引き， ミドゥチ（水口）で水

屈の調整をすることができる。また，集落近くの田では，田から田へ水を落と

して行く田越し潅漑も多かった。この場合田越しに水のやり取りをする 2枚の

田の所有者が異なることも多い。しかし，この場合にも，前述のように，人間

関係の協調性が保たれており，水のやり取りて揉めることはなかったという。

水に恵まれた租納の田にあって，パナリ（内離島・外離島）の田はいつも水

が不足気味であった。パナリでは，水田用水は山から出る小さな川から引いて

くるが，山が浅いため水屎が乏しく，かつそこからみんなが水を引くため，充
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分な水を確保するには大変な手間がかかった。そんな状態であるため，収穫後

には田が乾燥して割れてしまうことが多かった。そうした田は人力に頼るキー

パイ（木鍬）では田打ちをすることができず，パナリにある牧場の牛を使って

ウシシケと呼ぶ蹄耕3)を行った。

(6) 水管理

基本的に稲の有無にかかわらず田はいつも水か入った状態にしておく。稲刈

りにしろ田打ちにしろ，その農作業をするときには水をいったん落とすが，そ

れが終わると田にまた水を入れておくようにした。それはとりもなおさず田の

土が乾燥して地割れを起こすことを雛うためである。また，水を絶やさないこ

とで水田雑草が繁茂するのを少しでも防ぐ役割もある。

とくに稲刈りの場合には，本土のように何日も前に田の水を排水したりしな

い。そんなことをすれば，田の土が乾燥して硬くなってしまい，刈り取り後に

行うアロナー (1回目の田打ち）が大変になってしまうためである。通常， ミ

チピサシ（水落とし）は稲刈りの寵前，稲穂の靱が色付きはじめてから行う。

そのため稲刈りのときには水は落ちていても田はぬかるんでいるのが普通であ

る。

1年のうちでミチカダミ （水管理）がもっとも重要な仕事となるのは，田植

え前後である。サンドー (3回目の田打ち）が終わり田植えの時期に入ると，

畦を越さない程度に田に水を張っておく。そうしないとすぐに雑草が生えてく

る。つまりサンドーが終わると田植えの10日前 (1ヶ月近くになることもあ

る）くらいから，田の水管理は始まっている。そうして，田植えが終わると，

その後7-10日間もやはり水管理が重要である。たえず水祉を調整し，苗が水

没したり反対に田が干上がってしまうことのないように気をつけ，苗の活着を

促す。ただし，実際には水田は各地に分散しているため，毎日すべての田を見

て回るというわけにはいかない。せいぜい3日に 1度程度である。場合による

と，遠くの田などは 1週間以上も見に行けず，水が田からすっかり抜けている

こともあった。そうなると田の草がはぴこり，後の手入れが大変である。
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写真2 放棄された水田に残るミズクモリー租納一

(7) バイナー（湧水）

背後に租納岳 (293m) を控えた租納は，山際や海岸線に近いところ，つま

り地面の傾斜が急に緩やかになるところに湧水がでていた。とくに租納集落の

前のタバル，干立媒落の裏のタバル，美田良川・アーラバラ川のタバルのよう

にすぐ背後に山の迫った小扇状地状の田では，山際の田のすぐ脇やまた田の中

にも水が湧きだしているところがあった。こうした湧水のある田をバイナータ

という。

バイナータにはスーモチマイなどの収穫の早い稲種を植えていた。湧水は冷

たいため，ほかの田と同じ稲を植えたのでは収穫がそこだけ遅れてしまう。収

穫が遅くなるほど台風による災害を受ける確率が高くなる。

こうした湧水は水田用水とするほか飲料水にも用いていた。夏の稲刈りのと

きなどは湧水は冷たくて水浴ぴをしたりするのにも良かった。また，そうした

バイナーとまわりの田との水温の差が水田樵榜を行う上で大きな意味を持って

くる（後述）。
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(8) ミズクモリ

ミズクモリは田の水口にできる水溜まりである。単にクモリともいう。水口

から入った水の勢いで田の土がえぐれて水溜まりになったものである（写真

2)。かつてはたいていの田にミズクモリがあった。また山際の田にあるミズ

クモリにはバイナーの湧いているものもある。

具体的には，アーラバラ川・美田良川といった小河川の扇状地にある段階状

の田や浦内川・仲良川のような大河川の沿岸の沖積地にできた田には，ほとん

どの田にミズクモリがみられ，またその規模も大きかった。それに対して，ア

リシネダ，ウタタルといった租納集落前の田は段差が少なく近くに大きな川も

ないため， ミズクモリの規膜は全般に小さかった。また，いつも水が不足気味

で田が割れてしまうことの多かったパナリの田には， ミズクモリはあまりな

かった。

通常ミズクモリの大きさは，手足を洗う程度の水溜まりから直径3m(2-

3坪）ほどのものまである。中には直径が5m(7-8坪）近くもあるような

ものもあった。深さは人の腕くらいまである。

ミズクモリの大きさを決める最も大きな要囚は水口から入る水の勢いである。

耕地整理以前は隣り合う田には多少なりとも段差があったが，傾斜の強いとこ

ろに作られた階段状の田ほど，田と田の段差が大きく水の勢いも強くなるため，

大きなミズクモリができた。また，大河川（またはその支流）から直接水を

取っている田は，大雨などにより大批の水が一度に流れると，その流れが田の

中にも入りとくに大きなミズクモリを作っていた。元来そうしたところの田は，

川の堆積物が作る低湿な沖積地であることが多く，土の粒子が細かくまた田自

体も深くなっているため，田の落差はそれほどなくても川の増水の影聘を受け

て大きなミズクモリができやすかった。

つまりミズクモリは傾斜の強いところの田ほど面梢は大きくなる傾向にあっ

たが，反対にそうしたところは田 1枚当たりの面梢が小さくなる。そのため，

而積の小さい田の中には田に占めるミズクモリの割合が10分の 1を越えるもの

もあった。こうなると，見た目には池と稲田とが隣り合って存在するかのよう
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であった。

そう考えると，米だけから見た場合，土地生産性という点ではミズクモリの

存在は大きなマイナス要因となる。事実， ミズクモリは，在来米から薙莱米に

切り替わった頃からだんだんに姿を消していった。稲作作業の機械化を進める

上ではミズクモリは邪腐なだけの存在になってしまったといえる。

重要なことに，たいていのミズクモリは 1年中水がなくなることはない。一

般に田の中の水位は農作業の諸段階で変化するが，たとえ稲刈りのために田の

水を落としてもミズクモリには水が溜まっている。こうしたミズクモリの特性

が漁榜の場としての水田現境を語るとき，最も重要な意味をもってくる（後

述）。そのほか， ミズクモリは，種籾の水浪けや田仕事の帰りの水浴ぴを行う

場としても利用された。

4. 水田漁携のあり方

(1) 水田漁榜の方法

水田漁榜とは，文字通り水田を舞台として営む漁榜のことである。この場合，

水田は広く水田用水系と捉えることにする。水田用水系とは，水田稲作のため

の人工また半人工の水界を指す。そのため，水田用水系には，水田はもちろん

のこと，水田に水を供給する用水路や潅漑溜池といった水利施設も含まれる。

水田用水系の特徴は，水田稲作を行うことにより，人為的にたとえば取水期・

排水期というように，水流の方向や水屎が管理されることにある。

以下には，少し詳しく租納にみられる 2つの代表的な水田漁榜法を示す。た

だし，これはあくまでも代表的な漁法であり，租納に見られる水田漁榜法の総

体ではない。

①クモリカチ

クモリカチは文字通りミズクモリの水を掻き出して行う漁法である。まず，

水口を止めて水が田に入らないようにしてから， ミズクモリの周りに30cmほ

どの幅で稲株を積んで土手を作る。そして桶などを使って中の水をくみ出して
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写真3 ュラシー石垣市立八重山博物館蔵一

（直径54.5cm, 深さ5.5cm,

目の大きさ 3-5 mm,重さ340g)

ふるい

しまう。それから残った魚を手づかみにしたりュラシ（飾，写真3)ですく

い取る。漁法としては至極単純な漁である。クモリカチには専用の道具などな

い。もちろん漁具も必要ない。水を掻き出す桶とせいぜい魚をすくうざるやふ

るいがあればよい。

田（クモリ）のなかにいる魚はすべて漁獲の対象となる。フナ，ウナギ，エ

ビなどなんでも取れる。普通は半径2mくらいまでのミズクモリを用いて行う。

半径が4mもあるようなミズクモリでは労力がかかりすぎるためクモリカチは

あまりやらない。クモリカチは 1人でやることが多いが， 2 ～ 3人で紺んで行

うこともある。当然大勢でやるときには大きなミズクモリをクモリカチするこ

とができる。

クモリカチは租納の田のほとんどで行われた。漁獲祉からいうと，．やはり仲

良川や浦内川に沿ってある田ほど 1回当たりの漁獲は多かった。そうした大き

な川のあるところはミズクモリが大きく，かつ田越しに水のやり取りをする田

に比べると川からの魚の供給が多いからである。
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クモリカチは稲刈りが終わって労力的にある程度暇なときに行うことが多い。

しかし，稲刈り中でも，雨が降って稲刈りできないときはみんなが集まってク

モリカチをした。また遠くの田に泊まり込みで稲刈り作業に行っているときに

は稲刈り作業時間以外の無聯を利用してクモリカチをすることができた。田打

ち（アロナー）が始まっても同様である。アロナーは 7・ 8月頃から行われる

が，その頃は夏の日差しが強く，田打ち作業は朝と夕に行うだけである。その

ため，その空いた時間を利用してクモリカチをすることができた。

以上のように，クモリカチは主として稲刈り以降の夏場に行う。在来米当時

の水田の水管理の基本として，田を乾燥させることを鎌うことは前述のとおり

であるが，それは稲刈り後も同様で，多くの場合，後に行われる田打ち作業の

ことを考えて田には水が入れられている。そのため，クモリカチするにはいっ

たん田の水を落として行うことが多い。そして，クモリカチを終えるとすぐに，

クモリの周りに築いた土手を崩し，止めておいた水口を開けて，またもとのよ

うに水を田に入れておくことを忘れてはならない。

ただし， 7月を過ぎれば田打ち（アロナー）をするために田の水を少なくし

ていたり，またアロナー以前でも雨が少なかったりして自然に田の水が少なく

なっているときもある。そんなときはクモリカチにとっては好都合である。ゎ

ざわざ田の水を落とす必要はない。また，たとえ田が乾燥してもクモリには最

後まで水が残るため，水が少なくなっていくと田の中の魚がほとんど自動的に

クモリに集まってきているからである。

クモリカチを終えると田には水が入れられるため，すぐにミズクモの水はも

とのようになる。また，水だけでなく中の魚についても，上の田からは水とと

もに魚があらたにやってくるし，なにより一度くらいクモリカチをしても相当

の取り残しがあるため， ミズクモリの中の魚は何日かすればもとのようになる。

とくに大雨が降り川が増水して，水が一度に田に流れ込んだりすると，いっぺ

んにミズクモリの魚は元どおりになった。そのため，川に近い田などではひと

夏に 2度3度とクモリカチをすることができた。ただし，やはり田越しでしか

水が入らないような田では，そうして何度も同じ田をクモリカチをすることは
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なかった。

基本的にクモリカチは自分の所有する田で行う。田の水を一時的にとはいえ，

落としてしまうためである。ただ，実際は他人の田で行うことも多かった。そ

のときは，ひとこと田主にことわってから行わないと，叱られることがあった。

人によってはミズクモリの魚はその田の持ち主が飼っているものであるという

言い方をする。そのため，自分の所有する田のミズクモリ以外ではクモリカチ

はしないという人も多い。水田における稲の耕作権ほど厳格なものではないが，

心理的にはミズクモリの樵業権はその田の耕作権に付随するという感党があっ

たと考えられる。

こうしたクモリカチのほかには，クモリではユラシなどを使って魚をすくい

取ることはごく日常的に行われていた。この漁法には特に呼び名があるわけで

はない。しかし，ごく日常的に行われる点ではクモリカチ以上の頻度がある。

いわゆる漁具を用いることなく，また特別な技術や労力も要しない。そのため

男だけでなく，女や子供もその日の晩のおかず取りに行った。家における子供

の役割としてこうしたおかず取りが位置づけられていることもある。また，ク

モリカチのように田の水を落とすこともないので，自分の田に限られずどの田

のクモリで行ってもよいとされる。集落に近い田のクモリで行われることが多

いが，遠い田に泊まりがけの農作業に行ったときにはそうした田のクモリでも

行われた。

②オーニケリ

オーニ（オニ）はウナギ，ケリは“切る”ことをいう。文字通りオーニケリ

とはウナギを切り取ることである。 11月頃から 1月 (2月）の田植えの直前ま

で行われる。とくにサンドー (3回目の田打ち）をやるころがオーニケリには

最も適している。その頃になると，アロナー・マトナーと田打ちも 2回終わり，

田の中は土が細かくなりほぼ均平になっていて，何の障害物もないからである。

また，そうした期間の中でも，とくにふいご祭（鍛冶屋の祭りで，旧暦11月7

日頃に行われる）の夜がウナギが最も良く取れると言い伝えられている。

オーニケリは自分の田に限らず人の田でも行った。田の中でのi魚なので，田
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植え後にはあまり行わない。実際にはウナギがいるのは畦際であるため田植え

後もオーニケリをすることは可能ではあるが，田を踏み荒らしたりして迷惑が

かかるため，たとえするにしても自分の田で行うだけである。

オーニケリは夜行う。そのため，オーニケリとは言わずに単にオーニのイザ

リと言うことも多い。イザリとは夜行う、全般を指すもので，海での採集や漁

榜も含む概念である。オーニケリをする時間は，夜9時くらいから 1~ 2時間

である。好きな人は午前0時すぎまで行うこともある。

夜9時以降になると，田ウナギは田で寝る。それまでは田の中で餌を探して

いるので，たとえ見つけても人が近づくと逃げてしまう。それが， 9時以降に

なると，腹を上にして寝てしまう。そのためウナギは白く見える。また田の中

はきれいになっているのでウナギの姿はよく見える。一度寝入ってしまうと人

がたてる水音や波紋にも気づかない。田ウナギがこうして田の畦際にでてきて

寝るのは冬だけである。夏は泥に潜っていてでてこない。そのためオーニケリ

ができるのは冬だけである。

オーニケリの主たる漁獲対象は田ウナギであるが， ときとして川ウナギもそ

の対象となることがある。大雨が降って川が増水したときである。とくに仲良

川や浦内川沿いの田には，地水すると川を下ってきた川ウナギが入り込む。そ

のため，こうしたときには普通のオーニケリとは迩って，夜だけでなく昼間で

も行うことができる。また，季節も冬に限らず，大水のでたときならいつでも

行った。
のこざり

ウナギを叩き切る専用の道具があるわけではない。たいていはノヒリ（鋸，

写呉4)やヤンガラシ（山刀，写具5) を用いる。そのうち最もウナギを叩き

切るのによいとされるのがノヒリである。ランガラシでウナギを切ると真ん中

から 2つに切断してしまうことがあるのに対して，ノヒリの場合にはそういっ

たことはないからである。わざわざノヒリを田に持って行くということは明ら

かにウナギ取りを目的とした行為であるといえる。それに対して，ヤンガラシ

は，西表島の農家の男なら農作業に行くときには必ず腰につけているものであ

る（写真 6)。木を削る，枝をはらう，紐を切るといった農作業に付随
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写真4 Jヒリー租納一

（全長42.5cm,刀長29.0cm,重さ120g, なお

オーニケリにはもっと刀の長いものをよく用いる）

写真5 ヤンガラシー租納一

（全長46.5cm, 刀長24.0cm,

揖さ575g)
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したさまざまな仕事に用いられる。

そういった意味ではヤンガラシに

比べるとノヒリの方が漁具として

ウナギ取りに専門化しているとい

えなくもない。

ウナギに切りつけるときには，

できることなら身を傷つけないよ

うに，ウナギの頭を狙った。ウナ

ギの鼻先から 5cmくらいのとこ

ろを切ると一撃でしとめられたが，

あまり狙い過ぎると切り損ねてし

まうことになる。また，間違って

尾の方を切ると土の中にもぐった

りして逃げられてしまう。ただし，

ウナギは必ず畦際を逃げる。しか

も上の田へ逃げる習性がある。そ

のため，一度逃がしたものをまた

見つけることはできる。また，狙

写真6 ヤンガラシとノヒリー租納一

（ヤンガラシとノヒリは今でもバ

イクにつけて牒作業へ行く）

49 

いがはずれてウナギを切断してしまったり身に1紗をつけてしまっても，取った

ウナギはほとんど自分の家で食べる（ウナギはたいていぶつ切りにして煮る）

ので，見た目は悪くても実質的になんら支障はない。

オーニケリの道具の中で，唯一そのためだけに用いるものにタイ（松明）7)

がある。オーニケリは夜行うため照明具としてタイはなくてはならない。タイ

の燃焼時間がオーニケリを行う時間を規定する。タイは 1本当たり約 1時間持

つが，普通オーニケリにはそれを予備にもう 1本持って行く。つまり 2時間

オーニケリを行うことができる。ただし，風の強い日はそれだけタイの燃えも

早くなってしまう。なお， タイを作ることをタイヨヒ（ヨヒは「くくる」「束

ねる」という意味）という。タイヨヒは田仕事の合間，とくにシコヤで過ごす
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昼休み時に行った。材料となる竹は田の脇などにたくさん生えている。

オーニケリには 1人で行く場合と 2人で組んで行く場合がある。 2人で行く

ときには 1人がウナギを切る役で， もう 1人がタイを持って辺りを照らす役に

なる。また，ウナギを切る役の人は取ったウナギを入れるため能を背負って

行った。 1人で行くときにはそれをすべて 1人でこなさなくてはならない。遠

隔地の田に泊まりがけで農作業に行ったときなどは誘う相手もいないので 1人

でオーニケリをすることが多い。

夜のウナギ取りで注意しなくてはならないのはハプである。ハプも夜は田に

出てきているからである。オーニケリに行くとたいてい 1度くらいはハプに出

くわした。西表島にいるハプはサキシマハプで，比較的おとなしいといわれる

が，それでもときとしてたいまつに向かってくることがある。夜目には，ハプ

もウナギも細長い形をしているが，ウナギは白く見えるのに対して，ハプは赤

く見えるので見分けがつく。また，ハプを避けるために，オーニケリのときに

は畦の上を歩かずに田の中を畦に沿って歩く方がよいという。しかし，そう

やって田の中を歩いても田から田へ移るときには畦をまたがなくてはならない。

そのときが最も注意を要するときである。

オーニケリは夜行うので家から遠い田には行かない。第 1図およぴ第 3表に

示した A家の場合で言えば，遠くへ行っても北はクモッタ，南はミダラまで

である。しかし，そうして歩いて行けるところはほかに行く人が多いため猥物

は少ない。やはりウナギが多くいるのは上記の範囲から遠くはずれる浦内川や

仲良川に沿った田であるが，そのような遠隔地の田には家にいたのでは行くこ

とはできない。しかし， A家の場合でみたようにどの家でもそうしたところに

田を持っていて，そこに泊まりがけの農作業（この時期はおもにマトナーとサ

ンドー）へでかけるときがある。そんなときに夜オーニケリを行う。

(2) 水田漁榜の対象となる魚

クモリカチ，オーニケリのほかにも，実際にはさまざまな漁榜が行われてい

る。それについては，水田漁榜の対象となる魚を説明する中で，事例をあげて
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①フナ
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魚の特徴：フナはターイユーまたはタノイユーと呼ばれる。“ター’'は田，

“イユー’'は魚のことで，つまりフナは田の魚ということになる。租納にみら

れるフナの特徴はその魚体のサイズにある。水田にいるフナはすべて 3寸以下

の小プナであった。体色は黒っぼい金色をしている。おそらくキンプナであろ

う。また，ごく稀に赤いフナもいた。

租納では，昔からフナは川にはいず，田にいるものだといわれる。しかも，

どんな田にもいた。山のもっとも上にある田にもいた。とくに仲良川沿岸の田

には多かった。川が増水して田が冠水するとフナが大きな群れを作って泳いで

いた。フナは田の中で餌を取り，田の中で繁殖する。人が知らないうちに殖え

ているのだという。

そのときミズクモリは重要な意味を持っている。ミズクモリには水草が生え

ておりフナはそこで産卵することができる。また，たとえ稲刈りなどのために

田の水を落としても，その間ミズクモリで生活することができる。フナは民俗

的認識では最も水田環境に適応した魚であり，それが住民にフナをしてターイ

ユーと呼ばせた根幹にあるといえる。

それほど水田に適応したフナも，昭和初め頃からメダカが勢力を増すに従っ

て少なくなっていった。民俗的認識ではメダカがフナの卵を食べてしまったこ

とが田からフナが減った大きな理由である。

漁のあり方：フナは 1年中田にいるが，基本的に稲の植わっているときには

フナ取りは行わない。夏から秋にかけて行う水田耕作に対応してフナ取りは行

われている。

ひとつは，稲刈り後の夏場である。田の水を落とすのに伴ってフナがミズク

モリに集まってくる。そのときが漁の好機である。クモリカチ以外には，ュラ

シを用いて掬い取ったり，大きなミズクモリになるとナゲアミ （投網）を打っ

てフナを取った。そしてもうひとつは，夏から秋にかけての田の耕起のときで

ある。そのとき田の水はいったん落としてはいても，きれいに排水しているわ
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けではなく水溜まりがあちこちにある。田を耕しながらそうしたところに潜ん

でいるフナを手づかみにすることができる。そのため耕起作業には能をさげて

行き，手づかみにしたフナはそれに入れた。たえず気持ちはフナを捕まえるこ

とに向いていた。そのほか，時期は特定できないが，大雨が降って田が冠水し

たときもフナの漁が行われる。とくに仲良川や浦内川といった大河川に沿って

ある低湿な田では，冠水した田にフナの大きな群れがいる。それを投網を打っ

て取った。

②ウナギ

魚の特徴：民俗的認識としてウナギには川ウナギと田ウナギの 2種がいる。

川ウナギをカラオーニ，田ウナギをミタオーニまたはアマリオーニとそれぞれ

呼んでいる。‘‘カラ（カーラ）’'は川の意味である。“ミタ’'は田の土のことで

あり，“アマリ”とは「ふらふらしている」，「迷っている」というような意味

である。オーニケリの折りに見るウナギの様子が表現されているものと考えら

れる。以下に示す形態上の特徴や生息地からみて，分類上はアマリオーニはウ

ナギ，カラオーニはオオウナギに対応すると考えてよかろう。

田ウナギは大きいものでも長さ50cm, 太さ 3cmほどであるのに対して，川

ウナギは長さが2m, 太さが15cm近くにもなる。大きな川ウナギだと人が屑

に担いでも尾を地面に引きずったという。

両方とも田で取ることができたが，普段棲んでいる場所は述う。田ウナギは，

名前のとおり田のミズクモリの泥の中や畦に穴をあけて棲んでいる。そのため

田の土と同じ黒色をしている。田ウナギは夜になると田の中にでてカエルなど

の餌を取る。田ウナギは田の中心部にはいず畦際にいる。民俗的解釈では，カ

エルが畦に集まるため，それにつられるのだという。それに対して，川ウナギ

は川の上流の淵などに棲んでおり通常は田に入らない。大雨が降ると浦内川や

仲良川の上流から流れてきて川沿いの田に入り込む。民俗的解釈では，大水が

でると川では餌が取れないため餌を求めて田の中に入り込むとか，水の勢いに

疲れ果てて逃げ込んでくるのだとされる。川ウナギの体色は黒色の地に黄色の

まだらがある。
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漁のあり方：ミタオーニは田に稲がない約 7ヶ月間が漁期である。そのとき

どきの田の耕作作業に対応してなされる。主として冬は夜，夏から秋は日中に

ウナギ取りは行われる。漁期を大きく分けると，冬の11月から 1月頃， 6 -7 

月頃，夏から秋にかけての頃の 3期に分けられる。

漁法で言うと， 11月から 1月にかけての期間は，前述のオーニケリに対応す

る。 6月から 7月にかけての期間は，稲刈りを終えて田の水がなくなったとき

である。水がミズクモリに溜まっているので，そこをクモリカチをして，泥の

中に潜っている田ウナギを手探りで捕まえる。そして，夏から秋にかけての期

間は，田打ち作業と関係する。田打ちのときにはいったん田の水が落とされる

ので，田ウナギは泥土の中に潜っている。そのため田打ちをするとそこから田

ウナギが出てくるので手づかみにする。また，田ウナギは田の畦に穴をあけて

はいっていることがあるが，その場合は穴に手を突っ込んでつかみ取った。そ

のほかには，時期は特定できないが， ミズクモリに潜んでいる田ウナギをバッ

テリーで感電させて取ることもあった。これはおもに台湾から来た人たちが

やっていた。

それに対して，川に棲む川ウナギは通常は水田漁榜の対象とはならない。た

だし，前述のように，大雨が降ると，川ウナギは山から田へ下ってくる。こう

したときは夏冬また昼夜の別なくオーニケリなどの方法で取ることができた。

なお，ウナギの捕まえ方には，大きく分けて手づかみにする方法と刃物で叩

き切って捕まえる方法の 2つがある。手で掴む場合は，人指指・薬指の背にウ

ナギを載せて上から中指のII笈で押さえるようにしてウナギを握る。そうすると

逃げられない。刃物で叩き切る方法（オーニケリ）は前述のとおりである。

③メダカ

魚の特徴：メダカは比較的新しく西表島にやってきた魚である。マラリヤ撲

滅を目的として，大正13年に西表島に移入された（幸地， 1991: 18-21)。租納

でメダカと呼ばれている魚は，民俗的認識の上で卵胎生であることが確認され

ていることから，メダカ科の魚とは違い，グッピー科のカダヤシ（タップミ

ノー）であろう。棲息場所がほぽ田に限られたフナなどとは述って，水田やミ
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ズクモリのほか流れのある川にも棲むことができる。

漁のあり方：稲刈りのため田の水を落とした後にミズクモリで行う。この時

期には， ミズクモリに真黒に見えるほど固まって群れている。ミズクモリの群

れをサイミー（円形の箕）で掬い取る。実際にはエビなどと混じって掬い取ら

れる。

④エビ

エビの特徴：民俗的認識では水田で取ることのできるエピには 2種ある。一

般に，田で取れる10-15cmのエピをサイ8)といい， 1 -3 cmのエビをサイ

マーと呼んでいる。‘‘サイ’'はエビ，“マー＂は小さいという意味である。その

ため，人によってはサイマーはサイの幼稚体であると考えている人もいるが，

体長だけでなく形態も大きく異なるため別種のエビであろう。体色をみると，

サイは田の土の色と同じで黒色をしているのに対して，サイマーは灰白色をし

ている。ともに茄でると赤くなる。

サイははさみが長い特徴を持っていることから，おそらくテナガエビ科に属

するエビと考えられる。それに対して，サイマーははさみが見た目にははっき

りしない。おそらくヌマエビ科のエビであろう。ただし，ヒルギの下など田以

外にいる小エビもサイマーと呼んでいるため，租納で言うサイマーは必ずしも

1種とは限らない。

漁のあり方：サイ，サイマーとも 1年中田のミズクモリにいた。しかし，お

もに取ったのは 6月の稲刈り前後から夏の間である。

サイマーは，稲刈りのために田の水を落としてミズクモリにしか水が残って

いないようなとき，群れをなして集まっている。とくに湧水のあるバイナータ

や山の清水や湧水の入る田のミズクモリに多くいた。サイマーはそうした冷た

い水のところに集まる習性がある。サイマーは 1個体は小さいが，大きな群れ

を作っているので，それをュラシで掬うことは簡単でかつ効率が良かった。そ

うすると一度に 2~ 3升取ることができる。サイマー掬いは大人が行うほか，

子供の仕事として親が子供に命じることもあった。

サイはフナなどと同様にクモリカチをして取った。水のなくなったミズクモ
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リの泥の中にいるサイを手づかみすればよい。また，ュラシで掬い取ることも

できる。 1ヶ所のミズクモリで飯盆に 1杯ほど取れた。また，マニ（ヤシ科ク

ロッグ）の葉を裂いて輪を作り，それで後ろからサイを引っかけて取ることも

あった。ただし，これはどちらかといえば子供の遊びである。

⑤タニシ

貝の特徴：殻の黒い巻き貝で，ターアンピターまたはアンビターと呼ぶ’心

殻の直径が3cmくらいある。タニシはどんな田にもいたが，どちらかという

と深い田に多かった。田の中では畦際に多くいた。租納の場合，田にはいつも

水が入れられていたためタニシは 1年中土の上に出ていた。

採集のあり方：ターアンピターは 1年中田にいるので，いつでも必要なとき

に取ることができた。とくに冬，田植え前の頃がよく取れた。また，そのとき

がタニシは最も大きくなっており，食べるには都合が良かった。

浅い田では田に入って匝接手で拾えばよいが，深い田ではキゾ（ヒノキガ

イ）の貝殻に柄をつけてオタマ状にしたガージャーで畦を歩きながら田の中の

タニシをすくいとった。タニシをわざわざ拾いに田に行くというよりも，田仕

事のついでに拾った。タニシはいくらでもいたので，自分の田で他人が取って

いても何も言わなかった。

⑥ドジョウ

租納ではドジョウは昔からいたものではない。租納の人が兵役で内地に行っ

たときに持ち婦って田に入れたといわれている。そんなわけで， ドジョウのい

る田はごく限られていた。 A家の所有する 5ヶ所12枚の田の中でドジョウがい

たのは，カトゥラの田だけであった。従って，租納ではドジョウは馴染みが痺

く，ましてドジョウを取って食べるなどということはほとんどなかった。

(3) 魚の利用と保存

定祉的な把握は充分ではないが，聞き取り調査からは昭和初期における租紡

の食生活は自給が基本にあったことがわかる。主食糧となる穀物（米または一

部に麦・粟など）やその代用食となる芋類．また副食糧となる野菜や魚・肉な
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どはもちろんのこと，味噌・醤袖・塩などの調味料も自分の家で作っていた。

そうしたなか， ミズクモリや田で取った魚介類はごく日常の食糧として用い

られた。主として夕飯や晩酌の酒の肴に用いられることが多い。とくに遠隔地

の田に泊まり込みで農作業にいったときには，その期間の大切な食材となった。

そのほかフナやタニシのように滋養食や民間薬として用いられるものもある。

一般に租納では魚に関しては必要なときに取ればよいという感覚があり，一

度に多く取って保存しておくというような意識は薄かった。また，高温多湿の

気候条件の上からも魚の保存にはあまり適していなかった。

その中でエビやメダカは保存の重要な対象となっていた。租納における魚の

保存法の特徴として，いったん茄で（蒸し）てから乾燥させる方法をとる。菌

としては最も多い。ごく短期間の保存としては焼き干し法も行われたが，全体

的にはごく限られた醤に過ぎない。なお発酵法による保存はない。

以下では，そうした点をもう少し詳しく魚種別にみていくことにする。

①フナ

フナは一度茄でてから幣池で煮て食べたり，汁に入れて食べたりした。そう

すると骨まで食べることができた。また，発熱したときの熱冷ましにフナの汁

は効くとされた。薬には新鮮なものほどよいという。

フナを火にあぶって，乾燥させ保存することもあった。クモリカチをして大

批に取れたときに行った。ただし，それは仲良川や浦内川沿いの田など魚のた

くさんいるミズクモリで行ったときくらいで，それほど一般的に行われたわけ

ではない。仲良川や浦内川沿いの田でモリカチをするときは，たいてい泊まり

込みで農作業をしているときである。寝泊まりするシコヤ（田小屋）にはかま

どが作られていて炊事ができるようになっているが，その近くにアマダー（金

網を荒く絹んだ網）を置きその上にフナをのせで焼き干しにした。そうして焼

き干しにしても 3日間ほどの保存期間しかない。乾燥させたフナは汁に入れて

食べた。

②ウナギ

アマリオーニとカラオーニではアマリオーニの方がずっと美味しい。アマリ
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オーニは時期に関係なく太っていて美味しいが，カラオーニは太っているとき

はまだしも，疫せている時期はまずい。

おもにミソダキにして食べた。ミソダキとは味噌で味付けして具を救た汁で

ある。そこにウナギを骨のついたままぶつ切りにして入れる。大きいウナギは

腹を割いてから小さく切って入れた。かつてはそうした食べ方が主であったが，

後にはウナギを割いて串に刺し蒲焼にすることも行われるようになった。

なお，生かしてとっておく以外に，ウナギに保存法はない。

③メダカ

取ってきたメダカはよく洗い，茄でてから食べる。サイマーなどと混じって

いても一緒に茄でてしまう。いちいち選り分けたりはしない。

また，メダカをいったん蒸したり塩茄でしたりしてから天火に干して乾燥さ

せる。いったん乾燥保存させたものば祉1炒めなどいろいろな料理に用いた。乾

燥させたメダカはかなり長期にわたって保存することができた。家によっては

かなり大批に保存していた。

④エビ

サイは塩茄でしてから殻を!/:I]いで食べた。また，茄でたものを天日で乾燥さ

せて取っておくこともできた。それは唐揚のようにして食べた。ただし，サイ

はサイマーと違って保存食とすることは稀である。取れる枇がそれほど多くな

いためである。

サイマーはいったん茄でてから日陰に4, 5日干して，からからに乾燥させ

てから食べる。茄でただけで食べることもあるが，干してから食べた方が美味

しいという。乾燥したサイマーは悔袖をつけてそのまま食べたり，また野菜な

どの炒めものにも入れた。また，塩と酢をかけて柔らかく戻してから食べたり，

ダイコンおろしやキュウリと共に食べたりもする。さらに，乾燥したサイマー

を粉に挽いてから飯にかけて食べることもあった。

一度乾燥させたサイマーは何ヶ月でも保存がきいた。ただし，取ってきたも

のは10日から 1ヶ月くらいで食べてしまうのが普通である。 3升も取ってくる

と， 1ヶ月間くらいは食べることができた。
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⑤タニシ

子供の食物にタニシは良いといった。とくに台湾から来ていた人たちは子供

の骨が丈夫になるといっては子供にタニシをよく食べさせていた。台湾の人た

ちが田に来ると，一度に醤油椋 (1斗棺）に 7, 8本もタニシを採って行った。

タニシは塩炊きのオッュにして食べる。その日のうちに食べてしまうことが

多いが，泥臭さを抜くには 1, 2日水につけてからオッュにした。また，いっ

たん茄でて身を取り出し，それを炒めて食べることもある。

同じ西表島西部にある網取では，タニシは重要な食糧であるとともに，「田

のミタ（泥）を食べているから，田のものは薬になる」といい民間薬としてさ

まざまに利用した［山田 1992: 186]。醤油粕をすって殻のまま炊いたものは

下げ薬に，またフス（奨，内蔵のこと）は肝臓の薬に用いたという。

甚本的にタニシはその日に食べる分だけを田から採ってくる。いつでも採る

ことができるから，わざわざ保存したりしない。しかし，浦内川や仲良川沿い

にある田へ泊まりがけで田仕事にいったときには，家に残る子供たちへの土産

にタニシを持って帰った。そのときは，タニシをいったん茄でて身を取り出し

てから，竹串に刺して，火にあぶって乾燥させておいた。また，現在70オ代の

人の祖父に当たる人たちが生きていた頃には，タニシを乾燥させてかなりの屈

を保存していたという。かつては救荒食糧として蓄えられていた可能性もある。

5.西表島における水田漁榜の特徴

（］） 漁具・漁法をめぐって

漁具・漁法に関してまず目に付くのは，租納の水田漁榜においては専用の漁

榜具がないことである。手づかみで魚を捕まえるとともに，ュラシ（飾），サ

イミー（箕），ノヒリ（鋸），ヤンガラシ（山刀）といった農具や日常の生活用

具が転用されている。

次に，水田漁榜法の地域的な広がりをみてみると，たとえばクモリカチは日

本の各地で報告されている水田漁榜法であるのに対して，オーニケリは日本本
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土ではほとんど報告がない。岡山県の事例として「ナマズ切り」の報告［湯浅

1977 : 47]があるくらいである。こうした水田漁榜にかかわる漁具・漁法の地

域的広がりの問題は， 日本のみならず周辺稲作国の事例も広く見て行く必要が

あり，今後の課題となろう。

また，他地域の水田漁榜との違いとして注目すべきは，ウケに代表される陥

罪漁榜具がまった＜租納には見られないことである。租納の水田漁榜における

漁獲原理としては，手でつかみ取る，掬い取る（ユラシ・サイミー），叩き切

る（ノヒリ・ヤンガラシ）というように， どれも人が能動的に魚に対して働き

かけるものである。それに対してウケに代表される陥穿漁榜具は“待ち'’のi魚

具である。いったん水口などに仕掛けておけば後は水田稲作に伴う水流変化

（ノボリ・クダリといった）により漁具の中に魚が自然に溜るというものであ

る。

こうした“待ち＂の漁法が高度に発達するのは，水田稲作地の中でもとくに

高度に用水潅漑が展開した稲作地である。そうしたところはまた多くの場合，

高度に水田稲作に生計活動が特化している地域でもある。そうした高度な水制

御のあり方が，水田の水口などにおける多様な水流・水益・水温の変化を生み

出し，それに対応する形でやはり多様な“待ち”の漁法を発達させた。また，

高度な水田稲作と水制御の発達は，水田稲作作業や水利作業への膨大な労力の

集中を必要とするわけで，そうした点からも能動的な淮法よりも“待ち＂の漁

法の方がより多用される結果となる。水田稲作作業に忙しくて魚を自分で追っ

たり捕まえたりする時間的・労力的な余裕がないとも言えよう。

反対にみれば，多くの場合高度な水制御は乾田化を前提とするものであり，

そうしたところでは，租納に見られるような水を完全には排水しきれない湿田

（ただし租納の場合は一時でも水田を乾燥させてしまうことを蝋う農法上の考

え方と関係する）やミドゥリの存在などはない。稲作の生産性（土地・労働の

両面）の上ではマイナス要因となるけれども，そうした存在は多種で豊富な魚

を生み出す温床として機能し，それが“待ち”の漁法ではなく能動的な漁法を

発達させる基盤にあった。租納の水田喋境は‘'待ち”の漁法を発達させるには
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不向きであったといえる。なお，こうした“待ち＂の漁法（水田稲作に内部化

された漁法）の発達度を尺度として，水田を舞台とした生業複合のあり方を分

析し，さらに水田稲作の歴史的展開に関する考察をしたものはすでに発表して

いる［安室 1989a]のでそれを参照されたい。

さらにもうひとつの要因として時間的（およぴ労力的）な余裕をあげること

ができる。租納の場合，夏に行われる田打ちなどの農作業は暑さのため朝とタ

しかできず， 日中は時間的な余裕ができる。また，個人レベルで見ても所有す

る水田は各地に分散していて，その中には農作業を泊まり込んで行わなくては

ならないほど往来に時間のかかる遠隔地にも多くの田があった。つまり，租納

の稲作の場合には，稲作にどんなに特化したとしても，在来米栽培当時におい

ては， 日中の暇な時間や泊まり込んだときの無］仰な時間が存在したといってよ

い。そうした術命ともいえる時間的余裕が，多くの楊合水田漁榜の時間に充て

られたわけで，‘‘待ち”の漁法ではなく能動的な樵法を発達させたひとつの大

きな要因としてあげられる。

(2) 漁場をめぐって

租納の水田用水系の中で漁場として注目すべきは水田そのものである。水田

漁榜の場として用水路はほとんど意味を持たないし，また潅漑溜池はない。唯

ー水田内部の多様な環境が水田漁榜に利用されている。その代表がミズクモリ

である。ミズクモリは，いわば租納の水田に潜在的に備わっている漁場である。

そこには田ウナギやフナのように水田環境に高度に適応した魚類が存在し，そ

れが水田漁榜の主たる漁獲対象となっていた。

そうしたミズクモリに代表的される水田そのものが持つ潜在的な漁場として

の機能とは別に，稲作の諸作業によりもたらされる水環境が水田漁榜の場を作

り出す点にも注目しなくてはならない。稲作の諸作業と水田漁携とは密接な関

係を持って行われている。たとえば田植え前の水田は水田淮榜の場として重要

である。土が均され水がある程度溜めてある状態が漁場として利用される。こ

れは言い換えれば，田植えの準備作業が新たな漁場を生み出したということが
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できる。また，稲刈りに先だって田から水が落とされるが，そのとき田の中の

魚は最後まで水の残っているミズクモリに集まってきている。これも稲刈りの

ための準備作業（水落とし）により新たな漁榜の機会が作り出されたことにな

る。また，水田漁榜の場と機会は毎：年水田稲作が繰り返される限り永続的にも

たらされる。

もうひとつ大切なことは， A家を事例にして水田の分散所有のあり方を見て

きたが，その分散する水田はそれぞれ稲作の場として個性をもっていたのと同

様に，漁榜の場としてみたときもそれぞれに個性をもっていることである。魚

の多い田と少ない田，ウナギの多い田とフナの多い田，家から夜漁（イザリ）

に行ける田と泊まりがけで耕作に行ったときにだけ漁榜を行う田， ミズクモリ

のある田とない田，バイナーのある田とない田など，漁榜の場としてさまざま

な個性がある。それは第 3表に示したとおりである。つまり家レベルで見ても，

水田の分散所有は，稲作の危険分散の役割を果たすとともに，漁榜の場として

の多様な利用を可能にしているといえる。

13) 水田をめぐる人と魚の関係性

水田漁榜の背娯には，水田環疫に高度に適応した魚介類の存在がある。民俗

的な認識の上で，フナやメダカといった魚にとってはミズクモリは産卵繁殖の

場となっていた。いってみれば，かつての水田は，無意識のうちに條魚の機能

を有していたことになる。そう考えると，フナが“田の魚＂を意味するターイ

ユーと呼ばれていることは象徴的である。

また，ウナギやタニシが畦際に多く棲息していたことは民俗的認識として指

摘されたことであるが， もしそうであるなら，耕地整理以前の田のように田 l

枚が小面梢でかつ不定形であるということは大きな意味がある。それは，その

地域に膨大な長さの畦があったことを意味し，水田の畦際に棲息の場を求める

魚介類にとっては，定形で広い水田よりも，より多くの棲息を可能にしたはず

である。

また，人と魚の関係性を問う上でミズクモリは重要な機能を有する。 1年の
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内には稲作作業を行うなかで水田内の水が排水されて無くなることが何度もあ

るが，そうしたときミズクモリに水田中の魚が集まってくる。水田耕作の過程

でもたらされる魚にとって不利な環境をやり過ごすための非難場所である。い

わば人が行う稲作活動と魚の生存との間にある矛盾を埋める緩衡材の役割をミ

ズクモリは担っていたといってよい。また，人の側に立ってみると，そうして

ミズクモリヘ魚が集まったときが漁の好機となることは重要である。

また重要なことは，先にも指摘したが，水田において稲作が侮年行われると

ともに，水田を漁場とすることの条件が侮年更新される点である。ミズクモリ

での漁がたとえばクモリカチのように中の魚を一掃するような漁榜法によって

も，魚がすべて失われてしまうことなく，次の年には水の流れに乗って水田用

水系の外から魚が供給される。フナなどと違ってウナギのように産卵場を外界

に持つ魚類にとってはその意味は大きい。水田用水系は外界と隔絶した水界で

はなく，あくまで稲作の作業過程の中で密接に外界の水界とつながっている。

つまり水田は稲とともに魚の持続再生産性（水田内での繁殖と外からの供給）

があるといってよい。

人と魚の関係性を問う上で，食の問題を無視することはできない。問題は，

水田漁榜が生計維持の上でどれくらいの重要性を持って行われてきたかについ

てである。これについては定抵的な把握は現状では無理である。ただし，ここ

で指摘しておきたいことは，年間を通してさまざまな方法でフナ，ウナギ，エ

ビ，タニシといった魚介類が漁獲できたこと，およびそれらを保存する技術を

持っていたことは，水田漁榜が生計維持の上でかなりの重要性を占めていたこ

とのひとつの傍証となるのではないかということである。とくに水田漁榜の漁

獲物が保存食化されたということは，動物タンパク質の平均化の役割の一端を

担っていたと考えることができる。今後の爾要な課題であることは間違いない。

(4) 水田漁榜をめぐる公の対応と民の実際

稲作と水田漁榜の関係で興味を引くのは，公の対応である。最も代表的な水

田漁榜法であるクモリカチの場合を見てみる。
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在来米当時の水田の水管理の基本として，田を乾燥させることを鎌うことは

前述のとおりであるが，クモリカチするにはいったん田の水を落とさなくては

ならない。そこで．クモリカチを終えるとすぐに，クモリの周りに築いた土手

を崩し，止めておいた水口を開けて，またもとのように水を田に入れておくこ

とを忘れてはならないとされる。

このことは，米の生産を第一に考える公からすれば無視できない問題であっ

た。享保16年の［農務帳J［具志頭 1731] には，「／災事手入」のあり方として，

「一，稲刈後魚，鰻取杯畦切損候ハ、，旱差当候節可耕様難成時節取失可申候

問，右之仕方差留事」とある。これは，稲刈り後に鰻を取ろうとして畦を壊し

てしまうと水田が乾燥して耕作ができず股作業の適期を逸してしまうことを戒

めるものである。また，「農務帳jとほとんど同様の記述が明治 7年の［八重

|lI島牒務帳」［冨川 1874]にもある IO)

「牒務帳Jおよぴ「八重山島農務帳』に取り上げられている漁携は時期，魚

種畦との関係などからみて，おそらくクモリカチを指すものであるとみて問

述いなかろう。公（一般農民を指消し管理する側全体を指す）の指祁としては

畦を壊す原因となる魚を取ること自体を戒めているが，実際そこに牲らす民の

論理では，間き取り調査で明らかなように魚は取ってもよいが，その後の処置

をしっかりとして田を乾燥させることがないようにというものである。

以上のように，公の論理では水田漁榜は田を荒らすものとして排除すべきも

のとされる。近祉後期（年不詳）の『田地奉行規模帳jll)には「魚鰍取得方に

堰切倒又ば耕方之？水相下り候1義，厳重取締可致候」とある。また明治25年に

喜屋武間切地頭代歪城三平が島尻役所に出した「耕作上に関する村内法j［玉

城 1892]の中には，「一 田方より魚を捕る為め網を放ち作毛を害するものは，

十銭以上―llll以下の科金申付，他村他間切の者は其村屋番所へ引渡，同断の科

金徴収候事」とある。つまり水田漁榜を厳しく戒め，罰金の規定まで作ってい

る。

こうした公の論理とは違って，水田漁榜はまさに民の論理側にある行為であ

る。規制の文言以外には公の記録や統計にはまったくといっていいほど水田樵
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榜は取り上げられないが，その大きな要因にこうした公の論理があったと考え

られよう。それは一般農民にとっての生計維持上の璽要性とはまったく別の次

元の問題である。こうした規制が繰り返し強調される背景には．一般農民の間

でのかなり普遍的なクモリカチをはじめとする水田漁榜の存在があったと推測

される。

6. おわりに

最後に，水田漁榜は歴史的にどこまで遡って考える必要があるのかという問

題が出てくる。佐々木高明は，明確に弥生という時代設定をして，当時の文化

を構成する要素のひとつに水田漁榜をとり上げている［佐々木 1993: 29]。さ

らに，それを大陸から伝わった技術・習俗のひとつと位置づけている。餓者は，

これまでにも繰り返し指摘してきたように，水田漁榜の系諧・起源は当然稲作

文化の起源と関わりをもつことは充分に民俗事例から推論できると考えている

［安室 1984ほか］。しかし，その系譜が大陸につながるものかどうかについて

はまだ充分に検討する余地があるのではなかろうか。

近年になってやっと考古学的な見地から，水田漁榜が弥生時代にあってはき

わめて重要な役割を果たしたという見解が出されるようになった［大沼 1992,

根木ほか 1992]。ただし，そうした考古学上の研究は，節者がかねてから行っ

てきているように，まだ民俗事例からの類推の域を出ていない。民俗事例を無

批判に弥生時代にまで遡って解釈することは許されないであろう。確たる発掘

報告による検証が待たれるところである。

この問題を解決するには，民俗学的な調査研究だけでなく，今後は考古学上

の成果を充分に検討しながら，同時に人類学や生態学といった関連分野を取り

込んだ学際的研究が不可欠である。

【付記】

最後になったが，本稿をなすに当たり，西表全彦・全星ご兄弟をはじめとする租
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納の多くの方々にご協力をいただいたことを感謝しなくてはならない。とりわけ，

那根弘氏には度重なる訪問にもかかわらず快くお迎えいただき，西表島の言葉のひ

とつひとつから懇切ていねいに教えていただいた。ここに曲がりなりにも拙文をま

とめることができたのは氏のおかげである。心から感謝申し上げる。

また，本稿に掲載した写真のうち何点かは石垣市立八重山栂物館に便宜を図って

いただいたものである。その折，学芸貝の大浜憲二氏には八誼山地方の民具につい

ていろいろご教授いただいた。また，西表島の魚類については，同僚の林公義氏

（横須賀市自然栂物館）に文献などさまざまなアドバイスをいただいた。あわせて

感謝申し上げる。

なお，本研究は1991年度トヨタ財団研究助成により行ったものである。

注

1)本稿でいう「稲作民」は，文字通り生計活動として稲作を行う人のことであり，た

とえどんな小規模でも水田稲作を営んでいる人ならすべて含むものである。そのた

め，漁榜なり畑作なりを生業の中心的活動としながら，ごくわずか自給的な稲作を

営む人々については，従来は漁榜民なり畑作民なりに位置づけられていたが，そう

した人々も本稿では「稲作民」とする。

2)西表島西部の稲作技術・稲作習俗についてはいくつかのすぐれた先行研究がある。

その中でもとくに安渓遊地は稲および稲作技術に関して明治末年に時間軸をおいた

復元［安渓 1978] をおこなっており注目される。本稿における昭和初期の復元

データとの比較は典味深いものがある。

3) ウシシケは， 5, 6頭の牛を繋いでそれに踏ませて田のアロナー (I回目の田打

ち）を行うものである。これはいわば最後の手段で，他に手がないために行うもの

である。かつてはパナリだけでなく美田良や干立あたりでもこうした蹄耕が行われ

ていた。

4)西表島のイノシシ猟で注目すぺきは，先行研究［今井 1980: 22-24]にも指摘して

いるように，農耕地の周囲に罠が仕掛けられるなど，水田漁榜と同じように牒耕と

密接な関わりを持ちながら行われてきた点である。
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5)カラフニは各地に分散した水田をめぐるのになくてはならないものである。櫂と竿

のほかカラフニには帆が張れるようになっていて，風や潮を利用して操船すること

ができた。たとえば，仲良川沿いの田で稲刈りをするときには，南風と潮をうまく

利用して家と田を行き来した。夏の南風は朝の内はそれほど強く吹くことはなく，

昼頃から強くなってくる。そのため，朝のうちに稲刈りをしたものを，午後になっ

て南風を利用して仲良川沿いの田から租紺の集落へ迅び，その日のうちに今度は満

ち潮に乗って集落から仲良川の田へと戻るのである。

安渓遊地は「牒民だがらこそ舟を持たなくてはならない」という意識が西表島の

稲作民にはあったことを指摘し，さらに「舟を持っている西表の牒民が海に行くこ

とは日常茶飯事で，田植えなど［結い」のおりにはかならず男が海へ御馳走の材料

を取りにいき， しかもその仕事が田植えをする人と同等の男一人分の［手間」と勘

定されている」［安渓 1984315-316] という。

6)過去には渇水により田植えが遅れたりすることもあった。住民の印象としては，こ

うした渇水はむしろ昭和40年代に行われた耕地整理後に多いという。租納に初めて

用水溜池が作られたのも耕地整理以後である。

7) タイは手間なく作ることができる。枯れた竹をゲンノウで叩いてつぶし，それを10

~15本分ほど束ねて直径15cmくらいの太さにする。それを20~30cm間隔に薬縄で

縛っていく。普通は長さ 3~ 5m,長いものだと 6mくらいにする。それ以上の太

さ•長さだと重くて持ち述ぴに不便である。材料はイガダイの枯れ竹である。イガ

ダイは竹篭やシコヤを作るのにも使う竹で，田の脇などにたくさん生えているため

田仕事のおりに簡単に手に入る。

このほか，松の木の芯を削ったものでタイを作ることもある。このタイをとくに

アカシタイと呼ぶ。アカシタイは竹のタイに比ぺると作るのに手間がかかる。また

材料となる松の倒木もイガダイのようにすぐに手に入るというものではない。その

分，アカシタイは竹のタイに比べて明かりが強く持ちがよい。半分の長さで同じ時

間持った。

後には，タイの代わりに石池ランプを使うようになった。石油ランプはタイに比

べるとはるかに小さく， 1人でオーニケリをするには都合が良かった。
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8)網取（西表島西部の一集落）ではサイのことをタヌイピと呼んでいる［山田 1992,

185-186]。まさに田のエピの意味であろう。

9) ターアンビターが本当にタニシであるかどうかは1ii1き取り調査からだけでは判断が

つかなかった。ここでは便宜的にタニシと呼ぶことにする。

10) r八重山島牒務脹j［百川 1874]では「一，稲刈跡魚，鰻取杯畦切損候ハ、，旱差
当候節，可排様難成，時節取失候間，右之仕形堅可差留事」とある。

11) 1859年「南風原間切惣耕作甜日記」の記戟から引いたもの。
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コメント

式的にはよく似た畝田地帯であった。つま

り二毛作の冬作物は「菜の花」を作るため

稲刈り後の水田は土を盛り畝田にした。畝

篠原 徹 田は何条もの畝が一枚の田にあり，畝と畝

の間は水路であった。この水路がフナやコ

水田憔榜という言葉はあまりなじみのあ イやナマズをとる格好の漁場であり，四つ

る用語ではない。しかしそれが水田の水管 手網でよくとった。台風後にはポラもとれ

理に必然的に随伴する用水やため池，ある たことを憶えている。遊技性に富んだ子供

いは意識するしないに関わらず「イケ」と の漁榜で，安室氏が評価するほどのタンパ

しての水田そのものに棲息する魚類を対象 ク源であったとは知らなかった。

にした漁扮活動といえば人はさまざまなも 3つめは1987年に調査した中国のft州省

のを思い浮かべるであろう。評者の経験で の苗族の村（雷山県・虎羊村）での経験で

は3つのことが思い浮かぶ。評者の父親は ある。ここでは棚田が発達していて，その

島根県の津和野という盆地で幼少時を送っ 田は収穫後も水を落とさない。それでも版

たが，彼はフナやコイなどの淡水魚を海の 築した水田からの漏水があるので冬にも揚

魚以上に好んだ。独特の泥臭さがいいんだ 水用水車が回り，水を入れているところも

という表現であったが， 日本の近泄からつ あった。そして子供たちはその田に魚を釣

い最近まで（海産魚が食卓の主流になるの りにいく。つまり水田は？紐魚池であった。

がいつかは明確にはいえないが），多くの カワヤツメやギンプナやコイに似たものな

日本人にとっては淡水魚のほうが食べ物と ど数種類がいるということで，かなり大き

しての魚では晋通であったかもしれない。 なものも釣り上げていた。棚田のあるillの

これは民俗学にとって大きな問題であろう。 上に釣りにいくというのは，日本の水田を

2つめは評者の幼少時であるが，中国束 見恨れたものには奇妙な光景であったが安

北部からの引き揚げ者一家として愛知県の 室氏の論文でそれは納得のいくものである

知多半島の半田市の海抜Om地帝の近世以 ことがわかった。東アジアや東南アジアを

来の開拓村にいたときの経験である。この 含めて，「水田とはなにか」ということを

地幣は木曽川の輪中地幣の掘り上げ田と形 さまざまなレベルから考えていく必要があ



70 股耕の技術と文化 17

る。 3つの魚の話はいずれも安室氏の論文 ているわけではない）の差異から水田漁榜

と関わりがありそうである。 を含む稲作以外のサプシステンスの活動を

水田樵榜の主要な対象魚はコイ・フナ・ 稲作に内部化したシステムと外部化したシ

ドジョウなどだが，日本列島の現境の多様 ステムの2類型に分類した。つまり民俗学

性に応じて各地域に固有なものもある。評 の生業研究で最近強く主i長されるように

者はかつて岡山貼北部にある研究所に 3年 なってきた生業複合論（氏自身がその主拠

半居住したことがあるが，そこは蒜llIを始 を担っているのだが）を統一的に理解する

めとした120Drn前後の山々に囲まれた小さ 論理を提唱した訳である。しかし現実には

な盆地であった。 1l11l1]部の水田は旭川の上 この2つのシステムを両栖としたスペクト

流から「使い川」と称される淵漑が縦横に ルのようにさまざまな変異が考えられる。

盆地内に張りめぐらされていた。 6月30日 さらに東アジアや東南アジアを視野に入れ

に「井手掃除」といって水路のF]を閉じ繁 るとこの 2つの両極の外にはみだすものも

茂した草を取り，川底の浚渫を行う。この 存在すると想定される。

とき水の残った川底に集まる魚を女や子供 西表島の租納の昭和初期の農耕文化は稲

も依で掬う。一方男たちは「使い川」の石 を中心にしたものである。氏の主張で稲作

組の割れ目に潜むオオサンショウウオを探 が主要なものであることと特化の程度との

す。大きなものなら30cm以上ある。これ 関係がよくわからない。しかし他の多くの

を「イリヤキ」といってすき焼き風に食べ 稲を特化した地域にみられるようには他の

た。これはこの地域の大きな特徴である。 生業活動は内部化されていないというのだ

こうした漁榜がその地域の蛋白源獲得にど から，西表島・租納のI！甘耕文化は 2つのシ

れくらいの意味をもっていただろうか。そ ステムのうち外部化したシステムに近いと

して水田をめぐる水環境のありかたにはど いうことを主張されているように思う。内

んな類型が存在し，そこで展開する漁榜に 部化の指標は水田用水系の環境利用の程度

は水現境と対応した水田漁榜の類型がある であり，生業複合の指椋は水田用水系外の

のかという問いが安室氏の初発の研究視点 斑境利用の程度であると氏は別の論文で述

であったようだ。したがって安室氏が典型 べている［安室 1989: 90-93]。前者で相

的な扇状地や三角州ばかりでなく讃岐平野 対評価の翡いという意味は具体的にはitli漑

の溜池地帝や琵琶湖岸の低湿なクリーク地 や溜池などの水利の発達を指しているし，

僻や有名な輪中地幣を調査対象にしてきた 後者の相対評価の裔さは「水田稲作の作業

ことは必然であった。 とは時1il]・空間・労力を別にしている生業

安室氏はそれらを稲の特化（稲作を生業 活動の存在」［安室 1989:91] を慈味する。

の主要なものにすることを指すが，公と私 西表島・租納は 3的<5節「水田用水」で

の関係は地域によって異なる。安室氏は権 述ぺているように全くといっていいほど水

力と村落共同体あるいは家や個人との関係 利技術は発達していない。この水利技術の

のなかでの特化をそれほど史料的に衷づけ 発達のみられない水田系水系での漁榜は田
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の水口にできる「ミズクモリ」でおこなわ る。けれども西表島のヒトと自然の関わり

れる「クモリカチ」と田の全面でおこなわ の歴史や文化にこだわりつづけている安渓

れる「オーニケリ」であるという。ミズク 遊地などの研究をみると〔安渓 1989〕，西

モリはギンプナ，オーニケリはタウナギが 表島の牒耕文化の歴史とその展開はまだ端

主要な対象魚である。しかしこれらを捕獲 緒についたばかりである。西表島の水田漁

する専用の漁具はみられず，旅やのこぎ 榜を日本の稲作展開史に位骰づける前に，

り・山刀を転用して使う。だから生業内部 安渓遊地が誰測するように11世紀頃ムギを

化の程度が低いところでは相対的にタンパ つくる常畑の島と水田耕作をする島に分化

ク源をこれに頼る比阻も少ないのではない したかもしれない八韮山の複雑な牒耕文化

か。しかしこれを氏は能動的な漁法であり， の展開のなかで水田漁榜を考えるべきでは

水田漁榜がタンパク源獲得に大きな比重を ないか。おそらく八重山の農耕文化には東

占め，動物タンパク質平均化に一役買って 南アジアの島麒部や中国からの文化的系諾

いたという。そうすると生業複合の指標で につながる要索は多いと思われる。どちら

ある水田用水系外の現境利用をどう評価し の地域も水田が安室氏の類型では当てはま

て，それとの関連で水田淮榜が論じられな らないほどもっと精緻で複雑であり［郭ほ

ければ一概に生計維持の上で水田漁榜が重 か 1989]，西表島の水田漁榜のタンパク質

要であったとはいえないのではないか。も 獲得の過大な評価はおそらく再考されるこ

ちろん水田漁榜の定批的把握や水田所有の とになる。評者は西表島の隣の島・黒島で

分散的傾向の確かさは，「間き宵き」しか 長く調査しているが，そこで得た八重山の

とれない状況では困難であろう。だが水田 文化の印象でいえば，こうした水田漁榜は

用水系外の斑境つまり西表の多様な自然を 松井他が提唱しようとしているマイナー・

知るものにとっては海やIllでの狩猟・漁榜 サプシステンスに相当するもので，タンパ

また野生植物利用におけるタンパク質獲得 ク質確保というより地域の文化のなかで

の「Iitlき署き」の評価なくしては水田漁榜 「遊ぴ」や「喜ぴ」の範認として捉えるも

の意義を語れないと思うがどうであろうか。 のではないか［松井 1994, ＇肯 1994]。安

水田漁榜というあまり人が消目してこな 室氏が民俗学のなかでは費料提示の厳密性

かった民俗の生態的側面を照射して，日本 や論理性を雌ぶだけに，逆に別の場の調査

列島に展開した稲作の多様性とタンパク質 でたてた論理にこだわりすぎていることが

猥得の賽源としての水田の役割を明らかに 気にかかる。

してきたことは評者も十分知っている。 「IItlき苦き」が主であった短期間の調査

個々の伝承的文化の要素を全国的なレベル であると予想されるが，よくこれだけのこ

で比較するのは民俗学の得恋としてきたこ とを調べられたと思う。そして西表島・租

とであり，歴史民俗学といわれる由緑であ 納の水田漁榜が地域的特色をもった既かな

る。安室氏も生業複合の類型化を通して日 1此耕文化の一現であったことを明らかにし

本における水田稲作の展開史を構想してい たのは十分意義のあることである。
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